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前章では、翻訳者に求められる世界レベルの
能力基準とはどのようなものなのか、イギリス
ＩＴＩの Translator’s Topics と日本の BABEL 
UNIVERSITY の５Competences を具体的に対比
させながら紹介しました。もちろん、翻訳者各人
が一定基準を満たす能力・スキルを備えているか
どうかは、客観的な認定によって証明されなけれ
ばなりません。すなわち、翻訳者の仕事振りや成
果物を見なくても、相手の翻訳能力レベルが判断
できる材料――「資格」が重要となるわけです。

ひと口に資格といっても､ 万人が認める国家資
格から、名も知れない会社や団体が認定しただけ
の怪しげな「資格」まで、ピンからキリまである
のはご存知の通りです。ここでは､ 国際レベルの
能力標準を満たす翻訳資格について、英語圏を中
心に世界の先進各国の状況を見ていきたいと思い
ます。その上で、先日公開された日本翻訳協会の

『翻訳専門職資格試験』の認定資格内容をご覧い
ただけば、日本の翻訳資格への取り組みが「世界
標準」だと理解いただけるのではないでしょうか。

１．オーストラリアのＮＡＡＴＩ認定資格

オーストラリア連邦政府は、翻訳者と通訳の
資格を標準化し認定する唯一の国家機関として、
1977 年に The National Accreditation Authority 
for Translators and Interpreters （ＮＡＡＴＩ）
を設立しました。対象言語も世界最多で、2008
年度に認定試験が行われる言語はヨーロッパ・
アジア系を中心に 30 に及び、希望者がいればさ
らに 30 の言語について試験が実施できる体制に
なっています。具体的な対象言語は、63 ページ
の表をご覧ください。

認定資格は、翻訳者・通訳とも４段階のレベル

（レベル２～５）に分かれており、国家政府機関
の仕事に携わる場合には、レベル３以上の資格を
有していなければなりません。また、民間でも翻
訳業務に従事する場合には、この資格が重視され
ています。ＮＡＡＴＩの発行資料に基づいて、４
レベルの翻訳資格内容を簡単に紹介します。

・レベル２――Paraprofessional Translator
いわば「プロ翻訳者予備軍」の資格です。技術

用語や専門用語が入らず、専門的な内容でない、
一般的で簡単な文書を翻訳できる能力、ただし､
若干の不正確さや誤りが残る――と定義されてい
ます。

・レベル３――Professional Translator
オーストラリア国内でプロ翻訳者として働ける

最低限の資格です。一般的なビジネス分野や学術
分野で、あまり専門性の高くない科学文書、技術
文書、法律文書、ビジネス文書などを正確に翻訳
する能力を有することが条件です。

・レベル４――Advanced Translator
国際標準の能力を持つ翻訳者の資格です。国際

会議資料、学術論文、外交文書など、複雑で専門
性が高い内容の文書を、洗練された翻訳文に仕上
げる能力が要求されます。

・レベル５――Advanced Translator (Senior)
ＮＡＡＴＩが認定する最高レベルの翻訳資

格です。高い能力と豊富な経験が要求され、
Advanced Translator の翻訳能力に加えて、マネ
ジメント能力や翻訳者の指導・育成能力も必要と
なります。

Ｎ Ａ Ａ Ｔ Ｉ の 資 格 認 定 試 験 の 内 容 を、
Professional Translator を例にとって紹介しま
す。試験は 250 語前後の文書３つ（必須の一般文
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書のほか、財務・リーガル・メディカル・科学文
書などの専門的なテーマからふたつを選択しま
す）を翻訳する課題と、翻訳者としての倫理規
範に関する質問（３つの質問からふたつを選択
して回答）から成っています。後者に関しては、
実務の上で翻訳者が遭遇する可能性がある、倫
理的に板挟みとなるような困難な状況が設定さ
れ、自分はどう考え、どう行動するかが問われま
す。翻訳者・通訳の倫理規範、行動基準について
は、オーストラリア通訳者・翻訳者協会（ＡＵＳ
Ｉ Ｔ：The Australian Institute of Interpreters 
and Translators） が 1995 年 に AUSIT Code of 
Ethics を定めており、その基準に則った論理的
な回答が要求されます。

ひとつのレベルに対して受験のチャンスは三度
しかありませんが、認定試験を受ける以外に、次
章「世界の翻訳教育事情」で紹介するようにＮＡ
ＡＴＩが認定した教育機関の講座を一定以上の成
績で修了すれば資格を得ることもできます。また、
取得した資格の有効期限は３年間で、更新のため
にはＮＡＡＴＩによる Revalidation の手続きが必
要になります。更新のための条件は、翻訳の実務
を継続して行っていること、指定された研修（PD
＝ Professional Development）を受講しているこ
となどで、合格すればさらに３年間、資格を継続
できます。不合格の場合は、最初から受験しなお
さなければなりません。

ＮＡＡＴＩの認定資格に必要な要件は、翻訳
者の総合的な能力という視点からは、BABEL の
５Competences のうち 1.Language Competence
と 3.Expert（Expertise）Competence、 お よ び
5.Managerial Competence の一部（翻訳者倫理、
行動規範）に限定され、支援ツール活用能力とビ
ジネス能力が置き去りにされているイメージがあ
ります。

２．ドイツの「公認翻訳士」資格

ドイツ国内で公文書翻訳を行うには、「公認
翻 訳 士 」（Allgemein beeidigter und öffentlich 
bestellter übersetzer）の資格が必要です。「公認

翻訳士」は、正しく言えば「裁判所で公的に宣誓
して認定された翻訳者」となり、その地方を管轄
する地方裁判所（または州の上級裁判所）で宣誓
の上、認定を受けた資格です。
「公認翻訳士」の認定を受ける前提条件として

持っていなければならない資格が、「国家検定翻
訳 士 」（Staatlich geprüfter übersetzer） で す。
これは、ドイツ国内の特定の州の文部省が実施し
ている「翻訳士国家試験」の合格者に与えられる
認定資格で、南西部のラインラント・プファルツ
州（Land Rheinland-Pfalz）では日本語の翻訳に
関する試験も実施されています。

また、ドイツ国内の主要な大学（ベルリン大
学、ボン大学、ライプチヒ大学、マインツ大学、
ハイデルベルク大学、ヒルデスハイム大学）の翻
訳課程修了者に与えられる「ディプロム翻訳士」

（Diplom-übersetzer）という資格があり、こちら
も「公認翻訳士」の認定を受ける前提条件として
認められています｡
「国家検定翻訳士」と似たような名称で「国家

認定翻訳士」（Staatlich anerkannter übersetzer）
という資格もあります。これは、大学以外の教育
機関や商工会議所などが実施する翻訳技能試験の
うち、国家認定を受けている試験の合格者に与え
られるものです。「国家検定翻訳士」よりもラン
クは低く、州によって「公認翻訳士」の認定を受
ける前提条件として有効な場合とそうでない場合
があります。

３．イギリスのＩＴＩ会員資格

ドイツと異なり、慣習法が主体となっているイ
ギリスでは、「公認翻訳士」（宣誓して認定された
翻訳者）という概念そのものが存在しません。と
はいえ、翻訳の品質を「公認」のものとして維持
するため、プロレベルの翻訳者に認定資格を与え
る必要性があります｡ 1986 年に設立された The 
Institute of Translation & Interpreting（ＩＴＩ：
翻訳者・通訳者協会）は、イギリスのみならず英
語圏で活動する翻訳実務者を支援し、翻訳者の養
成と翻訳能力の維持・向上に取り組んでいます。
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ＩＴＩの会員は、個人翻訳者、学生、企業な
ど８つのカテゴリーに分かれますが、プロとし
てハイレベルの能力を認定される会員資格は
Qualified Membership です｡ 認定条件は次のよ
うなものです。

・年齢 25 歳以上
・�ＩＴＩが認定する学歴などの条件を満たして

いること
・�プロの翻訳者を含む３人以上からの推薦と人

物証明
・最低５年のフルタイムの実務経験など

会員資格に認定されると、ＩＴＩの翻訳者リス
トに登録され、プロレベルのスキルと能力の持ち
主であることをクライアントにアピールできま
す。

しかし、当然ながら会員には総合的な翻訳能力
の維持・向上に取り組むことが義務付けられてい
ます。そのためのシステムが、ＣＰＤ（Continuing 
Professional Development）です。ＣＰＤは、翻
訳に限らず専門的な能力が必要な様々な職種で導
入されていますが、ＩＴＩがＣＰＤトレーニン
グのために設定した能力基準こそ、「翻訳者に求
められる能力標準とは―各国事情」で紹介した
Translator’s Topics（５つの Key Area）にほ
かなりません。

各人は３年計画でＣＰＤトレーニングの受講計
画を立て、ＩＴＩが推奨する講座やワークショッ
プ、セミナーに参加します。ＣＰＤの記録フォー
マットは、本人がどれだけプロとしての訓練を積
んでいるか、そして翻訳者としての能力要件を満
たしているかを証明する手段となり、クライアン
トとの契約の際などに有利に働くようです。

また、ＩＴＩでは、プロレベルに達していな
い準会員（Associateship）､ 学生会員（Student 
Associateship） に 対 し て、 先 輩 の Qualified 
Membership 会員によるオンライン指導が行われ
ています。これについては、「世界の翻訳教育事情」
で詳しく触れたいと思います。

４．アメリカのＡＴＡ認証資格

The American Translators Association（ＡＴ
Ａ：アメリカ翻訳者協会）は翻訳・通訳産業の発
展と翻訳者・通訳の能力向上を目的として 1959
年に設立された民間団体で、現在の会員は日本を
含む 90 ヵ国、１万人以上に及んでいます。ＡＴ
Ａでは、翻訳者が遵守しなければならない倫理規
範・行動基準を詳細に規定しているほか、翻訳
サービスを発注しようとするクライアント向けの
ガイドブック（Translation getting it right － A 
guide to buying translations）を公開しており、
そこには正確で高品質なサービスを受けるのに必
要なクライアントの心得が詳しく書かれていま
す。さすがはマニュアル社会アメリカという印象
を受けますが、発注側と受注側の双方に共通の高
い意識を持たせることで、翻訳品質のスムーズな
向上を目指しているのでしょう。

ＡＴＡは、ATA-Certified Translators（CTs）
という認証試験を設けています。この資格はＡＴ
Ａ独自のもので、公的資格ではありませんが、英
語と特定の言語間の翻訳についてプロとしての
能力基準を満たすことを客観的に認定するもので
す。認定された場合、名刺などの肩書きにＣＴと
付与できるほか、ＡＴＡ推奨の翻訳者リストに登
録され、プロレベルのスキル・能力を持つことを
クライアントにアピールできます。

認証試験を受ける前提条件は、以下の通りです。

・ＡＴＡの会員であること（会員は認証試験の
模擬試験を受けることができます）

・一定の学歴と実務経験を有すること
・�ＡＴＡの定める倫理規範と行動基準を理解し、

遵守する誓約書にサインすること

試験は全米各地で行われ、2008 年秋にはサン
ディエゴ、アトランタなど７ヵ所でスケジュール
が組まれています。対象言語は日本語を含めて
12 ～ 14（英語から翻訳する場合と、英語へ翻訳
する場合で、対象言語のパターンが微妙に異なり
ます）ですが、日本語と中国語、アラビア語以外
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はすべてヨーロッパ系諸言語となっており、オー
ストラリアのＮＡＡＴＩ認証試験と比べて偏りが
感じられます。試験自体は２種類の文書（ひとつ
は必須の一般的内容、もうひとつは科学・技術・
メディカル系文書とビジネス・法律・金融系文書
から選択）を翻訳するというものですが､ 合格率
は 20%という狭き門です。

この認定資格も、３年ごとに更新が必要です。
更新の条件は単位（ポイント）制で、ＡＴＡが指
定する各テーマの講座を履修するなど、３年間で
20 ポイントを取得しなければなりません。特に、
倫理規範に関するワークショップへの参加 ( また
はオンライン講座の履修）が必須のものとして最
優先に要求されていることに、倫理遵守意識の高
さが感じられます。

５．カナダのＣＴＴＩＣ認定資格

カナダには、ＡＴＡのカナダ版とも言える
The Canadian Translators, Terminologists and 
Interpreters Council（ＣＴＴＩＣ：カナダ翻訳
者協会）があります｡ 1970 年に設立され、カナ
ダ国内の翻訳・通訳・ターミノロジーの能力標準
を定め、異言語・異文化間コミュニケーションの
品質の維持向上を目的に活動しています。翻訳者
の育成を政府や企業に働きかけるとともに、翻訳
者の資格認定が活動の柱となっています。

認定試験（The CTTIC Standard Certification 
Examination in Translation）は毎年１回、カナ
ダの主要都市で一斉に行われます。対象はプロを
目指す翻訳者ではなく、既にプロとして一定の経
験を積んでいる翻訳者で、その能力とスキルを客
観的に確認し、認定することが主眼です。試験
内容はＡＴＡの認証試験と似ており、やはり２
種類の文書（共通文書と選択文書）の翻訳です
が、後者の方は科学・技術・メディカル系文書と
文芸作品からの選択となっています。ＣＴＴＩＣ
のホームページからダウンロードできる受験者
ガ イ ド（http://www.cttic.org/examDocs/guide.
candidatesE.pdf）には、試験答案（翻訳文）を
作成する上での留意事項が事細かに記されていま

すが、翻訳に取り組む際の基本的心得としてよく
まとまっており､ 一読の価値があります。

ＣＴＴＩＣの認定資格者（Certified Translator）
は、ニューブランズウィック、オンタリオ、ケベッ
ク、ブリティッシュ・コロンビアの各州では公認
資格として法的に保護されています。

以上のように、各国の翻訳資格事情を見てきま
したが、「資格よりも経験や実績を重視する」と
いう傾向は日本の翻訳業界にも根強く残っている
ような気がします。もちろん､ 資格がなくとも優
れた能力を持っている翻訳者もいるわけですが、
グローバル化した翻訳業界で初めての相手と取引
をする際に、やはり自分の能力を客観的に証明で
きるのは、公的機関や権威ある団体に認定された
資格なのではないでしょうか。

日本の新たな翻訳資格「JTA 公認翻訳専門職
資格試験」が、総合的な翻訳能力の国際標準とし
て、世界に認められる日を期待したいと思います。
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